
著
者
は
茶
人
で
国
学
者
の
金
森
得
水
。
生
年
天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
没
年
元
治
二
年
(
一
八
六
五
)。
金
森
自

身
の
跋
文
(
後
書
)
の
年
紀
は
安
政
四
年
秋
八
月
と
あ

る
。
奥
付
に
よ
る
と
刊
行
は
明
治
二
十
七
年
三
月
。
全

六
巻
揃
。

得
水
は
有
栖
川
宮
家
の
門
に
入
る
な
ど
国
学
を
学
ぶ
ほ

か
、
茶
人
と
し
て
は
表
千
家
の
皆
伝
を
受
け
、
宗
匠
と

し
て
多
く
の
門
人
を
と
っ
た
。
著
書
は
本
書
の
ほ
か
に

『
古
今
茶
話
』
五
十
巻
が
あ
る
。

本
書
は
茶
匠
ら
し
い
視
点
か
ら
、
各
地
の
陶
窯
の
歴
史

と
名
器
の
由
来
な
ど
を
述
べ
た
も
の
で
、
茶
碗
や
茶
入

な
ど
に
も
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
六
巻
巻

末
に
、
用
途
不
明
の
「
異
形
の
陶
器
」
に
つ
い
て
少
な

か
ら
ぬ
紙
幅
が
割
か
れ
て
お
り
、
そ
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

と
こ
ろ
も
興
味
深
い
。

郷土のことについて調べるなら

郷土資料室へ
地元に関する資料や市民の皆様から寄せられた文書や記録などを整理し保管し
ています。保管資料は利用者の方の調べ学習・研究などにもご利用頂けます。
地域の歴史に関するご相談は、郷土資料室までお問合わせ下さい。
市民の皆様からの郷土資料のご寄贈や情報の提供なども募集しております。

け
い
ろ
く
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多治見工業補習学校(2)
多治見工業高等学校創立より以前に

わずか二年間存続していた

多治見工業補習学校と
その蔵書印のある書籍

〇
『
本
朝
陶
器
孜
證
』

前
号
で
紹
介
し
た
多
治
見
工
業
補
習
学
校
は
、
土
岐
郡
立

陶
器
学
校
(
現
在
の
多
治
見
工
業
高
等
学
校
の
前
身
)
よ

り
五
年
も
前
に
開
設
さ
れ
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
三
十
年

の
わ
ず
か
二
年
間
だ
け
存
立
し
た
実
業
学
校
で
し
た
。
こ

の
多
治
見
の
実
業
教
育
の
嚆
矢
で
あ
る
補
習
学
校
の
生
徒

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
資
料
室
に
は
、
そ
れ
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
二
件
の

書
籍
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多
治
見
工
業
補
習
学
校

の
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
前
回
紹
介
し

た
『
工
藝
新
圖
』(
下
)
で
す
。
今
回
は
も
う
ひ
と
つ
の

『
本
朝
陶
器
孜
證
』(
一
～
六
全
揃
)
を
紹
介
し
ま
す
。

『
本
朝
陶
器
孜
證
』
第
四
巻

こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
、 

茶
匠
ら
し
い
記
述
の
一
つ
で
、

茶
入
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
底
部
の
糸
切
に
つ
い
て
の
解

説
で
す
。
実
は
こ
の
解
説
に
は
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
、

い
わ
ば
底
本
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
の
引
用
元
は
、
寛
文
十
二
年
(
一

六
七
二
)
刊
行
の
『
茶
器
弁
玉
集
』
五
巻
で
、
小
堀
遠

州
門
下
の
茶
人
や
そ
の
関
係
者
が
編
集
し
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
書
は
茶
入
に
関
す
る
組
織
的

な
記
述
の
最
初
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
茶
人
必
読
の
書

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
に
『
茶
器
弁

玉
集
』
の
該
当
す
る
箇
所
を
記
し
ま
す
。
金
森
得
水
の

文
章
と
比
較
し
て
み
て
下
さ
い
。

丸
糸
切
、　

此
糸
切
上
作
物
に
有
轆
轤
目
幽
に
見
ゆ
る
也
。

糸
切
、　
　

是
は
右
廻
也
瀬
戸
焼
の
糸
切
は
如
此
に
造
る

　
　
　
　
　

物
也
。

唐
物
糸
切
、
是
は
左
廻
也
唐
物
の
手
癖
也
外
の
茶
入
に

         

無
事
也
。

箆
起
底
、　

此
通
に
拵
へ
た
る
底
を
箆
起
と
も
板
起
と
も

         
云
茶
入
の
下
地
を
造
立
引
起
手
上
に
置
故
手

         

筋
板
目
必
見
る
物
也
。

渦
糸
切
、　

如
此
通
に
太
く
ふ
か
く
渦
に
切
物
也
、
是
の

         

狼
手
茶
入
の
手
癖
引
掛
也
外
茶
入
に
無
之
自

         

然
手
の
し
れ
さ
る
茶
入
有
之
稀
也
。

束
土
、
固
土
と
云
は
茶
入
の
底
を
丸
く
つ
く
ね
た
る
を

云
り
又
つ
ま
み
底
と
云
右
同
通
に
底
を
細
く
拵
え
た
る

を
云
り

『
本
朝
陶
器
孜
證
』
第
六
巻

こ
こ
に
は
「
異
形
の
陶
器
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
は
江
戸

時
代
の
考
証
学
者
で
あ
る
藤
井
貞
幹
の
著
作
か
ら
写
さ
れ
た
も
の

で
、
用
途
の
不
分
明
な
不
思
議
な
陶
器
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
中
「
鶏
肋
」
と
あ
り
ま
す
が
「
鶏
肋
」
と
は
「
大
し
て
役
に
立

た
な
い
が
捨
て
る
に
は
惜
し
い
も
の
」
と
い
う
意
で
す
。
ま
さ
に

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
記
述
で
す
が
、
こ
れ
が
十
九
頁
に
わ
た
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
井
貞
幹
著
集
古
圖
に
載
る
異
形
の
陶
器
、
其
用
考
が
た
し
と
い

へ
ど
も
。
亦
見
證
の
た
よ
り
に
も
と
、
鶏
肋
な
が
ら
う
つ
し
そ
へ

た
り
、
貞
幹
ハ
京
師
の
人
無
佛
齋
と
号
す


